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　原子力プ ラ ン トに代表さ れ る大規模 シ ス テ ム の信頼

性 解析 手法 として は，イ ン ベ ン ト ・
ツ リー解析，フ ォ

ール ト ・
ツ リー

解析及び GO 手法等が知 られ て い る 。

し か し，こ れ らの 解析手法 に は種 々 の 問題点があ る 。

　そ こ で，著者 ら は GO 手法 を基本 と し，その 特徴 を

生 か し た ま ま GO 手 法 に む け る 限界 を克服す る た め
，

GO −FLOW 手法を開発 し て き た b

　本報告 で は，GO −FLOWgE 法の 説明 と GO −FLOW

手法 に よ る 解析例 が与えられ て い る 。

　GO −FLOW 手法 の 説明 に お い て は，信号の 意味，タ

イム ・ポ イ ン トの意味，各 オペ レ
ー

タ の 機能 の 説明 を

与 え，次に，サ ン プル 問題 に つ い て 解析手順 を詳 しく

説 明 して い る。こ れ に よ り GO −FLOW 手法 の 基 本的

原理 の 説明 が な されて い る 。

　解析実施例に お い て は，沸騰水型原子炉非常用炉 心

冷却系を対象と した フ ェ
ーズ ドミ ッ シ ュ ン 問題 と，加

圧水型原子炉補助給水系 を対象 とした時間経過 に伴 う

ア ン ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ 解析 を取 り上 げた。い ずれも，
解析対象 の シ ス テ ム 図，GO −FLOW 手法 に お け る 表現

図，タ イ ム ・ポイ ン トの 定義，解析結 果 の 図表 を与 え，

解析手順 の 説明がな さ れて い る 。

　本手法 は
，

シ ス テ ム 信頼性解析 に お い て 広 い 適 用可

能性 を持 つ と と も に，解析 も比較 的容 易 に 実施 で き る

有用 な手法 で あ る事が 示 さ れた 。
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　本論 文 は鉄一ポ リ エ チ レ ン 遮蔽体系 の 中性子線量率

に 対す る最適 配列 につ い て 述 べ た もの で あ る 。

　 本研究 に よ っ て 鉄
一

ポ リ エ チ レ ン 遮蔽体系に あ っ て

は 最適遮蔽配列，す な わ ち中性子線 量率を最小 に す る

配列 が ある こ とが分 っ た 。 遮蔽実験は鋼板の 全厚 さ は

一定の 32cmで
， ある厚 さの ポ リエ チ レ ン 平板を線源に

近 い 方か ら暫時検出器側 へ 移勤 させ ，線量率を レ ム カ

ウ ン ターで測定 し
， 線量率の 変化 を調 べ た。実験 に 用

い た中性子 源は
252Cf

の 14．4μg （3．37× 10’n ／s ）で あ

っ た。また モ ン テ カ ル ロ コ ー ドMORSE −CG を用 い ，
ス プ リ ッ テ ィ ン グ を採用 し て 実験 を解析 し，実験で 明

らか に な っ た 最適遮蔽配列 の 出現 を実証す る こ とがで

きた 。

　中性子最小線量率点 はポ リ エ チ レ ン 平板 を検出器側

へ 設置 した と き に 観測 さ れた
。 例 えば ポ リエ チ レ ン の

厚 さ 6cm，鋼板 の 全厚 さが32cmの 場 合，ポ リエ チ レ ン

平板を鋼板25cmの 後 ， す なわち，線源 に 近 い 方 か ら，

鋼板25cm十 ポ リ エ チ レ ン 6   十鋼板 7cm の 配列 が最小

線量率点 を与 えた 。 逆に 最大線量率点はポ リエ チ レ ン

平板を最 も線源側，す な わ ち，ポ リエ チ レ ン 6cm 十鋼

板 32crnの 配列 の ときで あっ た。ポ リエ チ レ ン の 厚 さ 6cm

の場合，最大線 量 率 ／最小線量率 の 値はおよそ 3．1で

あ っ た。またポ リエ チ レ ン の厚さ が 10cmに な る とそ の

比 は 4．8に なり，14cmで は 5．4 と大 きな値 を示 した 。 し

た が っ て 最適配列 を選定 す る こ と に よ っ て 全体 の 厚さ

は
一
定で も中性子線量率 を数分 の 1 に低減可能 で ある。

　 こ の よ うに鉄一ポ リエ チ レ ン 体系 に最適遮蔽配列が

轟現す る理 由 に は，基本的 に は 中性
．
子 エ ネル ギ ー〜 2

MeV を境 に，それ以上では鉄が
， それ以下ではポ リエ

チ レ ンがそれぞれより遮蔽効果が高い こ とが掲げられ る、
252Cf

の 平均中性 子 エ ネル ギ ーは〜2 ．35MeV で あ る 。

　MORSE −CG コ ー ド お よ び NGCP9 −70核 デ
ー

タ ラ

イ ブ ラ リーは，最適遮蔽配 列 を見出す有効 な手段 で

あ る。
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